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県
本
部
は
２
月
　
日
、
自

20

治
労
会
館
で
第
１
回
中
央
委

員
会
を
開
き
２
０
１
９
春
闘

方
針
、
当
面
の
闘
争
方
針
を

決
定
し
、
年
間
の
た
た
か
い

を
開
始
し
ま
し
た
。

茨城県本部第115回臨時大会
  日　時　３月14日(木)　10:00開会　17:00閉会
  内　容　・経過報告
  　　　　・闘争方針
  　　　　・役員選挙
  会　場　那珂湊総合福祉センター
  　　　　（しあわせプラザ）

　
冒
頭
、
千
歳
委
員
長
は
春

闘
に
つ
い
て
、「
秋
の
賃
金
闘
争

の
ス
タ
ー
ト
と
位
置
づ
け
、

春
闘
段
階
か
ら
要
求
・
交

渉
・
協
議
の
取
り
組
み
を
進

め
よ
う
」
と
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
政
治
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
「
強
権
的
な
安
倍

政
権
の
政
治
を
変
え
て
い

く
、
そ
の
た
め
に
も
水
戸
・

石
岡
・
鹿
嶋
の
３
名
の
組
織

内
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
統

一
自
治
体
選
挙
勝
利
と
７
月

の
参
議
院
選
で
の
岸
ま
き
こ
の

支
持
拡
大
を
お
願
い
し
た

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
続
い
て
全
労
済
茨
城
推
進
本

部
の
吉
田
部
長
が
駆
け
つ
け
、

福
利
厚
生
と
可
処
分
所
得
引

き
上
げ
に
向
け
団
体
生
命
や
長

期
共
済
な
ど
各
種
共
済
の
加

入
推
進
を
訴
え
ま
し
た
。

　
次
に
、
２
０
１
８
賃
金
確

定
闘
争
の
経
過
に
つ
い
て
、
君

和
田
書
記
長
が
提
案
。
続
い

て
、
２
０
１
８
現
業
・
公
企

統
一
闘
争
総
括
案
を
斉
賀
副

委
員
長
、
春
闘
方
針
を
君
和

田
書
記
長
、
当
面
の
闘
争
方

針
を
鈴
木
副
委
員
長
が
そ
れ

ぞ
れ
提
案
し
ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
、
県
職
連
合
の

小
林
中
央
委
員
か
ら
、
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
（
一
月

　
時
間
、
年
間
３
６
０
時

45

間
）
に
係
わ
る
自
治
体
条
例

化
の
課
題
に
つ
い
て
、
県
職
連

合
の
　
協
定
の
当
局
と
の
変

36

更
協
議
に
つ
い
て
補
強
す
る
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ

と
、
こ
れ
ら
の
議
案
を
全
体
の

拍
手
で
承
認
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
選
挙
委
員
会

委
員
の
選
出
に
つ
い
て
細
谷
組

織
部
長
が
提
案
し
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
千
歳
委
員
長
の

音
頭
で
団
結
ガ
ン
バロ
ー
を
三

唱
、
春
闘
へ
の
決
意
を
固
め

ま
し
た
。

　１
年
間
の
た
た
か
い
を
開
始

　
春
闘
方
針
を
決
定
　

2019

県本部中央委員会

 働
き
や
す
い
職
場
を
め
ざ
す

牛
久
で
臨
時
非
常
勤
評
を
結
成
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牛
久
市
職
は
２
月
　
日
、
牛

19

久
市
役
所
会
議
室
で
臨
時
非
常

勤
職
員
と
の
意
見
交
換
会
を
開

き
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
に
は
、
臨
時
非

常
勤
職
員
　
人
が
参
加
、
は
じ

45

め
に
花
島
市
職
委
員
長
が
あ
い

さ
つ
し
、「
こ
れ
ま
で
３
回
の
学
習

会
を
実
施
し
、
組
合
加
入
者
も

増
え
て
き
た
。
今
回
の
意
見
交

換
会
を
き
っ
か
け
に
評
議
会
を

結
成
し
た
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
　
こ
の
あ
と
、
牛
久
市
職
執
行

部
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
や
要
求
書
、
水
戸
、
鹿
嶋
の

県
内
臨
時
非
常
勤
の
仲
間
の
取

り
組
み
、
今
後
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
質
疑
討
論
の
あ
と
、
執
行
部

よ
り
評
議
会
結
成
の
呼
び
か
け

が
あ
り
、
賛
同
す
る
意
見
が
出

さ
れ
、
た
だ
ち
に
結
成
大
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
花
島
委
員
長
が

「
市
職
と
連
携
し
た
取
り
組
み
で

労
働
条
件
改
善
に
つ
な
げ
た
い
」

と
激
励
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
評
議

会
規
則
や
「
休
憩
時
間
の
完
全

取
得
、
残
業
手
当
全
額
支
給
、

報
酬
引
き
上
げ
」
な
ど
を
め
ざ

す
運
動
方
針
、
役
員
体
制
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
新
議
長
と
な
っ
た
大

竹
議
長
が「
働
き
や
す
い
職
場
を

実
現
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
臨
時

非
常
勤
等
職
員
が
心
を
一
つ
に

し
て
、
取
り
組
み
を
進
め
る
」と
、

結
成
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
、

閉
会
し
ま
し
た
。
な
お
、
臨
時

非
常
勤
等
評
議
会
に
は
、
現
在

　
名
が
加
入
、
引
き
続
き
加
入

51拡
大
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

春闘へのたたかう決意を固めた中央委員会

牛久市職臨時非常勤部会の仲間

駅
悦
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水戸市議会議員選挙

プロフィール
１９５７年生まれ。茨城大学卒業後、水戸市役
所就職。市職副委員長、県本部副委員長な
どを歴任。現在、社会民主党県連合幹事長。
２００７年初当選。

飯田 正飯田　正美美
（社民党・現（社民党・現））

石岡市議会議員選挙

プロフィール
１９４８年生まれ。石岡一高卒業後、八郷町役
場入庁。２００３年八郷町議会議員、２００７年石岡
市議会議員当選。

岡野 孝岡野　孝男男
（無所属・現（無所属・現））

鹿嶋市議会議員選挙

プロフィール
１９５８年生まれ。岩手大学卒業後、鹿島町役
場就職。自治労県本部書記長。２０１４年鹿嶋
市役所退職。２０１５年初当選。

菅谷菅谷　毅毅
（無所属・現（無所属・現））

統一自治体選・自治労組織内候補統一自治体選・自治労組織内候補
支持拡大で必勝を支持拡大で必勝を支持拡大で必勝を

①賃金水準改善については2006給与構造改革以前の水準への到達をめざすとともに、連合春闘方針を踏
まえ、４％以上の賃金改善（賃上げ）をめざす。
　契初任給を茨城県と同水準（大卒：１級29号給）まで引き上げること。
　形昇給・昇格の運用改善を図り、賃金水準を引き上げること。
　径全ての組合員が定年まで昇給できるよう号給の増設を行うこと。
　恵地域手当を支給すること。（国及び茨城県水準と同等）
　慶必要な財源を確保し、時間外勤務手当を全額支給すること。
②2018年給与改定については年度内に確実に差額支給をすること。
③現給保障の解消に伴う原資の配分を確保すること。
④所定勤務時間一週38時間45分、一日７時間45分を早期に実施すること。
⑤公務における働き方改革を着実に推進するため、確実な勤務時間の把握と長時間労働の是正をはかる
こと。また、時間外労働の縮減をはかるため、労基法36条協定の締結・改定を行うこと。なお、労基
法別表第1に該当しない官公署においては、36条協定または準ずる協定を締結すること。
⑥時間外労働の上限規制について、労働基準法および人事院規則が定める原則（1月45時間・1年360時間）
を上限として、条例・規則化を行うこと。やむを得ず原則を超える時間を定める場合も、労働基準法で
定める時間を上限とすること。
⑦人事評価結果の賃金等への反映については、労使合意を大前提に、賃金に差をつけることを目的としな
いこと。
⑧会計年度任用職員制度の導入にあたっては、正規・非正規間の不合理な格差を是正するという法の趣旨
に基づき、労働組合との十分な交渉・協議・合意のうえで制度を構築すること。
茨　労働者性の高い臨時・非常勤等職員については、常勤職員、もしくは会計年度任用職員等に移行し、
継続雇用とすること。
芋　会計年度任用職員の給料については、常勤職員（任期の定めのない常勤職員いわゆる「正規職員」、
以下同じ）と同一基準での運用（給料表の適用、前歴換算）とし、職務内容を踏まえて均衡・権衡さ
せること。
鰯　期末手当は、最低でも、常勤職員の支給月数（現行2.6月）を支給すること。
允　常勤職員との均衡を基本として、通勤手当、地域手当、特地勤務手当、へき地手当、特殊勤務手当、

農林業普及指導手当、災害派遣手当、時間外勤務手当、休日勤務手当、夜間勤務手当、宿日直手当、管
理職手当、管理職特別勤務手当を支給すること。　
印　要件を満たす会計年度任用職員に対して退職手当を支給すること。
咽　常勤職員との権衡に基づき、休暇等を制度化すること。
員　要件を満たす会計年度任用職員の共済、社会保険および労働保険の加入を確実に行うこと。
⑨定年引上げについては、人事院の「意見の申出」を踏まえ、地方自治体においても国に遅れないよう確
実に実施すること。それまでの間はフルタイムを基本とした再任用制度を確立し、再任用を希望する
定年退職者全員の雇用を確保すること。
⑩公共サービスの水準維持と提供体制の確保のために、必要な人員を確保すること。
⑪育児休業法の改正をふまえ、国の水準と同様の措置を講ずること。
　（介護休暇の分割、介護時間の新設、育児休業等に係る子の範囲の拡大）
⑫産前・産後休暇について、産前休暇８週・産後休暇８週とすること。
⑬子の看護休暇について、小学校就学前から中学校就学前とすること。また、対象範囲を中学校終了前の
子･配偶者･父母･配偶者の父母に拡大し、「家族看護休暇」に拡充すること。

⑭人事院規則の改正をふまえ、育児・介護に係る両立支援策の改善を行うこと。
⑮育児休暇の取得促進のため、短期間の育休取得者の期末・勤勉手当支給割合を見直すこと。
⑯男女共同参画社会の実現に向け、「女性活躍推進法」に基づいた行動計画を達成するための具体的な施
策を着実に実施すること。また、育児や介護など家族的責任を有する男女職員の両立支援策を拡充す
るため、次世代育成支援対策推進法に基づく特定事業主行動計画を具体的に実践すること。
⑰病気休暇の上限90日への拙速な見直しを行わないこと。また、円滑な職場復帰のための指針策定及び、
「試し出勤」制度を導入と併せ、通勤途上災害に対応する補償等を使用者責任で行うこと。
⑱障害者の法定雇用率を遵守するとともに、実効性ある施策を実施すること。また、雇用率の算出に際
し、厚生労働省のガイドラインに沿って行われているか検証すること。
⑲自治体の責任によって自治体職場の直営を堅持し、窓口業務をはじめ公共サ－ビスを確保すること。
また、民間委託や指定管理者に移行している施設等については、次期選定にあたり公共サ－ビスの質・
水準の確保を前提にすること。
⑳公共サービス基本法の理念の具体化を図り、公正労働基準確保に向けた公契約条例を制定すること。

　
春
闘
の
重
点
要
求
基
準

2019
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県
本
部
衛
生
医
療
評
議
会

は
２
月
　
日
、
自
治
労
会
館

16

で
２
０
１
９
定
期
総
会
と
学

習
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
藤
田
衛
生
医
療

評
議
長
が
「
医
療
職
場
の
状

況
を
社
会
に
訴
え
、
劣
悪
な

医
療
環
境
を
改
善
し
て
い
く

取
り
組
み
が
重
要
。
地
域
医

療
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
二
次
医

療
圏
の
病
床
削
減
、
そ
れ
に

伴
う
病
院
経
営
の
悪
化
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
労
働
条
件

の
切
り
下
げ
が
想
定
さ
れ
る
。

県
内
の
公
立
病
院
に
働
く
仲

間
の
意
見
交
換
や
交
流
を
通

じ
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。
　
続
い
て
、
経
過
報
告
の
あ

と
２
０
１
９
運
動
方
針
、
役

員
体
制
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
総
会
後
、
福
井
順
自
治
労

本
部
総
合
政
治
政
策
局
衛
生

医
療
局
長
が
「
新
公
立
病
院

改
革
プ
ラ
ン
の
与
え
る
影
響
」

に
つ
い
て
講
演
。
公
立
病
院

に
お
け
る
経
営
形
態
の
変
更

や
再
編
・
統
合
、
指
定
管
理

者
制
度
導
入
で
医
療
労
働
者

の
労
働
条
件
切
り
捨
て
や
解

雇
問
題
も
起
き
て
お
り
、
政

治
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
強
調
し
ま
し
た
。

衛生医療評議会総会であいさつする藤田議長

労
働
環
境
の
改
善
め
ざ
そ
う

衛
生
医
療
評
が
総
会
と
学
習
会
 

　
そ
の
質
疑
を
聞
き
な
が

ら
、
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
エ

ン
ロ
ン
な
ど
で
行
わ
れ
て
い

た
「
創
造
的
会
計
」
を
思
い

出
し
た
。
２
月
４
日
、
衆
議

院
予
算
委
員
会
で
の
、
小
川

淳
也
議
員
（
立
憲
民
主
党
）

に
よ
る
統
計
不
正
の
追
及
の

こ
と
だ
。

　
法
の
抜
け
穴
を
巧
み
に
つ

い
て
利
益
を
膨
ら
ま
せ
て
み

せ
る
。
大
手
会
計
事
務
所
が

創
造
的
会
計
と
称
し
て
売
り

込
ん
だ
会
計
操
作
は
、
決
算

を
見
か
け
上
「
改
善
」
し
株

価
を
一
時
吊
り
上
げ
た
。

　
小
川
議
員
は
、
厚
生
労
働

省
の
「
毎
月
勤
労
統
計
」
だ

け
で
な
く
、「（
さ
ま
ざ
ま

な
）
統
計
に
政
治
の
手
が

入
っ
て
い
る
」
と
、
経
過
を

た
ど
り
な
が
ら
た
だ
し
た
。

　
２
０
１
５
年
９
月
、
安
倍

晋
三
首
相
は
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０

０
兆
円
」
と
い
う
大
目
標
を

ブ
チ
上
げ
る
。
そ
れ
を
受
け

て
経
済
財
政
諮
問
会
議
は
、

骨
太
方
針
の
「
成
長
戦
略
の

加
速
」
の
メ
ニ
ュ
ー
に
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
や
国
土
強
靭
化
と
並
び

「
統
計
改
革
」
を
書
き
込
む
。

　
年
　
月
に
は
山
本
幸
三
行

16

12

革
担
当
大
臣
が
同
会
議
に
出

席
、「
政
治
主
導
の
統
計
改

革
」
を
迫
っ
た
と
暴
露
す
る

と
、
委
員
会
室
は
ど
よ
め
い

た
。
　「
な
ぜ
統
計
改
革
が
成
長

戦
略
な
ん
で
す
か
」。
小
川

議
員
の
質
問
に
、
茂
木
敏
充

経
済
再
生
担
当
大
臣
は
正
面

か
ら
答
え
る
こ
と
が
で
き

ず
、「
最
新
の
国
際
基
準
に
対

応
し
た
」
と
釈
明
。
安
倍
首

相
は
、「
統
計
を
い
じ
っ
て
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
良
く
す
る
。

そ
ん
な
こ
と
で
き
る
は
ず
が

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と

気
色
ば
ん
だ
。

　
だ
が
、「
そ
ん
な
こ
と
」
は

で
き
て
い
る
。
モ
ノ
サ
シ
を

変
え
た
後
、　
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

15

は
、
旧
基
準
に
よ
る
数
値
と

比
べ
　
・
６
兆
円
膨
ら
み
、

31

上
ブ
レ
は
そ
の
後
も
続
く
。

「
国
際
基
準
に
合
わ
せ
た
」

（
茂
木
大
臣
）こ
と
に
よ
る
上

昇
も
３
％
ほ
ど
あ
る
が
、
現

政
権
下
で
は
「
そ
の
他
の
要

因
」
に
よ
る
か
さ
上
げ
が
大

き
い
。
政
権
ぐ
る
み
の
「
創

造
的
統
計
」、
経
済
成
長
を

大
き
く
見
せ
か
け
株
価
を
上

げ
る
た
め
の
粉
飾
の
疑
い
が

濃
厚
だ
。

　
麻
生
太
郎
財
務
大
臣
は
、

「（
小
川
議
員
は
以
前
）
役
所

に
お
ら
れ
た
の
な
ら
お
わ
か

り
と
思
い
ま
す
け
ど
、
圧
力

を
か
け
た
ら
数
字
が
上
が
る

も
の
で
し
ょ
う
か
」
と
皮

肉
っ
た
。
小
川
議
員
は
「
役

所
に
い
た
か
ら
聞
い
て
る
ん

で
す
」
と
切
り
返
し
、「
こ
の

政
権
は（
森
友
学
園
問
題
で
）

公
文
書
を
書
き
換
え
さ
せ
て

ま
す
か
ら
ね
。
な
ぜ
そ
ん
な

こ
と
を
官
僚
が
や
る
ん
で
す

か
、
追
い
詰
め
ら
れ
て
」
と

問
い
か
け
た
。

　
エ
ン
ロ
ン
の
破
綻
を
見
る

ま
で
も
な
く
、
粉
飾
の
ツ
ケ

は
重
い
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
粉

飾
疑
惑
の
徹
底
解
明
は
、
民

主
主
義
の
存
立
に
も
関
わ
る

急
務
で
あ
る
。

は
、
地
域
の
漁
場
を
守
る
た

め
、
各
都
道
府
県
知
事
が
地

元
の
漁
業
協
同
組
合
に
優
先

的
に
与
え
て
き
ま
し
た
。
民

間
企
業
が
養
殖
業
な
ど
に
新

規
参
入
す
る
に
は
、
漁
協
へ
の

加
入
が
必
要
だ
っ
た
の
で
す
。

　
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、

こ
う
し
た
行
政
に
よ
る
漁
協

へ
の
優
遇
措
置
が
な
く
な
り

ま
す
。

カ
ス
ハ
ラ
の
略
称
で
呼
ば
れ

ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
業
に
携
わ
る
人
が

加
盟
す
る
労
働
組
合
（
Ｕ
Ａ

ゼ
ン
セ
ン
）
の
調
査
で
は
、
回

答
者
の
７
割
が
、
 顧
客
か
ら

の
悪
質
な
ク
レ
ー
ム
に
遭
っ
た

こ
と
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　
商
品
や
応
対
に
不
備
が
な

い
場
合
で
も
、
顧
客
の
ス
ト

レ
ス
の
は
け
口
に
な
り
や
す

　
知
事
か
ら
「
地
域
の
水
産

業
の
発
展
に
最
も
寄
与
す

る
」
と
認
め
ら
れ
た
企
業

は
、
漁
協
へ
の
加
入
な
し
に

直
接
事
業
を
行
う
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　
水
産
資
源
を
適
切
に
管
理

で
き
る
か
が
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。
知
事
と
企
業
の
間
に

癒
着
が
生
じ
る
懸
念
も
あ
り

ま
す
。

く
、
名
札
を
つ
け
て
レ
ジ
業

務
な
ど
を
行
っ
て
い
る
場

合
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
お
前
の
対
応

を
拡
散
す
る
」
な
ど
と
脅
か

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
深
刻

で
す
。

　
昨
秋
に
放
送
さ
れ
た
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

ゲ
ー
ム
」
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
注
目
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　
漁
や
養
殖
な
ど
を
行

う
権
利
（
漁
業
権
）
に

関
す
る
法
律
が
昨
年
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
漁
業
権

　
小
売
業
や
接
客
業
に

従
事
す
る
人
が
顧
客

（
カ
ス
タ
マ
ー
）
か
ら

受
け
る
暴
言
、
暴
行
な

ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
。

改正漁業法カスタマーハラスメント ニュース・ワード
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合
連
合

執
行
委
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長
　
花
園
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康

副
執
行
委
員
長
　
稲
葉
　
　
勉

副
執
行
委
員
長
　
丹
　
　
泰
治

副
執
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委
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長
　
渡
邊
真
一
郎

書
　
記
　
長
　
前
田
　
高
行

書
　記
　次
　長
　
山
野
辺
拓
史

書
　記
　次
　長
　
大
友
　
晴
美

執
　行
　委
　員
　
菅
谷
　
麻
衣

　
　　　〃
　　　　
　
松
川
　
記
壽

　
　　　〃
　　　　
　
石
川
　
皓
一

　
　　　〃
　　　　
　
金
澤
　
翔
太

　
　　　〃
　　　　
　
荒
川
　
　
耀

　
　　　〃
　　　　
　
鈴
木
　
拓
弥

　
　　　〃
　　　　
　
篠
崎
　
勇
一

　
　　　〃
　　　　
　
加
藤
恵
利
佳

阿
見
町
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
山
﨑
　
秀
之

副
執
行
委
員
長
　
加
藤
　
卓
也

副
執
行
委
員
長
　
木
下
真
知
子

書
　
記
　
長
　
小
澤
　
美
季

書
　記
　次
　長
　
島
田
　
　
孝

執
　行
　委
　員
　
井
出
　
陽
平

　
　　　〃
　　　　
　
中
根
　
朋
子

　
　　　〃
　　　　
　
初
澤
　
　
彩

　
　　　〃
　　　　
　
中
村
　
裕
一

　
　　　〃
　　　　
　
高
村
　
暢
也

　
　　　〃
　　　　
　
平
岡
真
智
子

　
　　　〃
　　　　
　
浅
野
　
泰
子

　
　　　〃
　　　　
　
舟
生
百
合
恵

ジャーナリスト

北　健一

  ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
統
計
操
作

  経
済
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側
郷

各
単
各
単
組組役

　
　
役
員員

　
議　　長　宮本　恵一　
　　　　　（県職連合）
副 議 長　滝　　　悟　
　　　　　（北茨城市職連合）
事務局長　細谷　悠一　
　　　　　（県本部） 
幹　　事　大友　晴美　
　　　　　（北茨城市職連合）
幹　　事　広瀬　裕哉　
　　　　　（笠間市職）
幹　　事　山下　恭子　
　　　　　（笠間市職）
幹　　事　関　　京子　
　　　　　（県職連合）
幹　　事　蔀　　明美　
　　　　　（県職連合）
幹　　事　賀波澤　光理
　　　　　（県職連合）
幹　　事　塙　　　淳
　　　　　（県職連合）
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